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参考資料５ 

  

治験を含む臨床研究基盤の整備に係る専門作業班 報告書骨子  
 

＊本骨子においては、「治験」及び「臨床研究」を合わせて「治験等」という用語を用いることとする。 

平成１８年度に実施する事項 平成１８年度に検討する事項 
１．治験を含む臨床研究の活性化のための新たな計画の必要性及びその内容の検討 
○現行の３カ年計画の目標達成度合いの評価を行う。  
 
 

○臨床研究基盤の整備に重点をおいた次期計画策定を検討する

（例：医療機関の臨床研究実施体制の充実、患者等の臨床研究参加  
の促進、臨床研究を支援する枠組みの検討等）。 

○国際共同治験の促進を図る方策を検討する（例：治験情報の収集

及び提供の充実や治験書類に用いる言語・用語の整理等）。 
２．医療機関の治験実施体制の充実 
①治験に係る医療機関ネットワーク及び個々の治験実施施設のさらなる質の向上方策の検討 
○大規模治験ネットワークにおける中核事務局（(社)日本医師会治験

促進センター）の機能強化を図る（例：依頼者窓口機能の強化、実施

医療機関支援機能の強化等）。 
○国立病院機構ネットワークの機能の強化を図る（例：依頼者窓口機

能の強化、実施医療機関支援機能の強化等）。 
○大学及び大学間ネットワークの現状に関する調査を行う（例：ネット

ワーク内の体制及び中核事務局の役割 等）。 
○地域ネットワークの現状に関する調査を行う（例：個別事例の分析

○既存の治験ネットワーク（大規模治験ネットワーク、国立病院機構

ネットワーク、大学ネットワーク及び地域ネットワーク等）の連携方

策を検討する。 
○患者パネルのあり方に関する検討を踏まえ、公的に支援すべき分

野がどこかを検討する。 
○「治験のあり方に関する検討会」における中央 IRB 制度に関する

検討を踏まえ、治験ネットワークにおける中央 IRB の支援方策に

ついて検討する。 
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等）。 
○個人情報の保護に留意した患者パネルのあり方について検討す

る。 
○モデル研究の実施を踏まえ、医師主導治験を実施する際の課題を

調査し、その対応策を検討する。 

○医療機関における治験の位置づけを明確にするための方策を検

討する（例：組織及び業務の明確な位置づけ 等）。 

②治験に関与するデータマネジメント担当者等の研修等を行う制度の検討 
○医療機関において治験に関与する生物統計家及びデータマネージ

ャー（以下「生物統計家」等）に関する課題等を調査する 
（例：・生物統計家の現段階における人数（企業、医療機関、行政

（審査担当））及びその養成過程の現状（講座設置及び年間修了

者 等） 
・医療機関における生物統計家等の業務の実状（例：職種、業務

内容、研修 等）及び望ましい配置の姿 
・生物統計家等になるインセンティブ及びその向上方策 
・医療機関におけるデータマネジメント機能強化によるデータ

の品質及びモニタリングへの影響 等）。 
 

○治験に関与する生物統計家等に関する課題等の調査を踏まえ、効

果的な養成方法及び質の向上方策を検討する。 
 

３．治験に関与する関係職員等の養成・確保 
①さらなる医師の治験参画意識とインセンティブの向上方策の検討 
○医師への治験に関する教育を充実する。 

・医師に対する卒前教育及び卒後臨床研修における到達目標の達

成を促す。 
 

○治験実施医師に対するインセンティブを高めるための方策を検討

する（例：学問的評価向上にむけた学会・関係機関等への働きか

けの実施、治験等の意義の啓発の推進、治験実施に伴う研究費

の弾力的な活用 等）。 
○卒後臨床研修における治験等に関する到達目標達成の成功例を

収集・紹介する。 
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○医師に基本的な生物統計学の知識を持たせるための方策を検討

する 
（例：医師の卒前及び卒後教育における生物統計学の位置づけの明

確化 等）。 
②治験関係者の養成等と質の向上方策の検討 
○CRC の現状に関する調査を行う（例：職種、離職率、業務内容等）。

○治験に関与する医療関係者への治験に関する教育の充実への取

組と現状調査を行う 
（例・看護師の卒前教育カリキュラム見直しに際し、治験に関する事

項を盛り込むよう要望する 
   ・医師、看護師及び薬剤師以外の医療関係者の養成課程におけ

る治験に関する教育の現状を把握する 等）。 
○治験事務局員その他の治験関係者への教育を開始する。 
○「治験のあり方に関する検討会」におけるＩＲＢ制度に関する議論を

踏まえ、治験の活性化の観点からＩＲＢ委員への教育を開始する。 

○CRC に関する現状調査を踏まえ、今後の CRC のあり方について

検討する（例：認定制度及び研修カリキュラムの統一化、上級レベ

ル研修、業務内容等）。 
○医療関係者の養成課程における治験に関する教育の現状調査を

踏まえ、治験に関与する医療関係者に対する治験に関する教育を

充実させるための方策を検討する。   
○生物統計家等以外に治験に関与する医療関係者に基本的な生物

統計学の知識を持たせるための方策を検討する。 

③ＣＲＯ及びＳＭＯの健全な育成と適切な選択の促進方策の検討 
○「治験のあり方に関する検討会」での CRO及びSMOに関する検討

を踏まえ、SMO の現状把握を行う（例：事務局が院内にある場合と

SMO に依頼した場合での医療機関が行う業務量及び負担する費

用の違い 等）。 
 

○「治験のあり方に関する検討会」での CRO 及び SMO に関する検

討を踏まえ、CRO及びSMOが果たしている役割を評価した上で、

健全な育成方策について、具体的に検討する。 
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４．患者等の治験等への参加の促進 
①治験等の意義等についての効果的な啓発方策の検討 
○治験等に関する啓発活動について調査する 
（例：・啓発活動の現状及び実績（例：実施主体、活動内容、対象 等） 

・ＩＴ技術によらない啓発手法及び対象を絞った啓発活動の方法

論 等）。  
 

○学校教育等で、一般国民に対して医療の提供（医薬品・医療機器

の開発等を含む）に関する教育を行うことを、諸外国との比較を含

めて検討する。   
○治験に参加した被験者に対し、治験全体の結果をフィードバックす

る制度を検討する。 
②患者や被験者への情報提供の拡充のための治験等登録制度の整備の検討  
○WHO における検討に留意しつつ、登録基準及び公開基準につい

て最小限の必須条件を定め統一を図る。 
○治験等に関する登録情報を国民・患者に分かりやすく公開する（IT

技術によらない方法も考慮する）。 

○登録された内容の保証をどの程度、どのように行うかを WHO によ

る登録制度認定の動きとあわせ検討する。 
○国内で行われる治験等が広く登録されるようにするための方策を

検討する（例：研究者への周知等）。 
 

５．治験実施企業における取組の促進 
①治験業務に係るＩＴ化、手続き及び書式の標準化等企業負担の軽減方策の検討 
○治験書式の標準化及び運用方法について現状を調査し、医療機関

側及び治験依頼者側による、（運用方法も含めた）治験書式の標準

化への取組を促す。 
○治験の IT 化に係るデータ変換様式の標準化等について海外の動

向を把握する。 
○医療機関側が行うべき業務（治験書類の作成等の業務を含む。）を

治験依頼者側が行っている状況の有無について現状把握を行い、

医療機関側及び治験依頼者側による適正化への取組を促す。 
○上記取組により、モニター・監査担当者の負担軽減を図る。 

○治験の IT 化を目的としたロードマップを検討する。 
○医療機関側のデータマネジメント機能の強化（データクリーニング

等）によるモニタリングの効率化の方策を検討する。 
○国際共同治験への参加を踏まえ、治験書類で用いられる用語・言

語のあり方についての検討を行う。（再掲） 
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②ベンチャー企業の育成及び企業の研究開発の促進方策の検討 
 ○画期的な医薬品・医療機器の開発促進を目的としたベンチャー企

業等に対する支援策について、その推進方策を検討する。 
６．医薬品・医療機器の開発に係る研究開発の推進 
①画期的な医薬品・医療機器の開発のための基盤研究及びトランスレーショナル・リサーチを含む臨床研究のさらなる推進方策の検討 
○臨床研究を行う現場における「臨床研究に関する倫理指針」の遵守

状況に関し予備的調査を行う。 
○医師への臨床研究に関する教育を充実する。 

・医師に対する卒前教育及び卒後臨床研修における到達目標の達

成を促す。 
 

○基盤研究及びトランスレーショナル・リサーチを含む臨床研究をさ

らに推進するための具体的な方策を検討する（例：臨床研究者の

育成、臨床研究に係るインフラ整備、産学官の連携強化等）。 
○生物統計家等以外に臨床研究に関与する医療関係者に、臨床 

研究及び生物統計学に関する基礎的教育を行うための方策を検

討する。 
②臨床研究に関与するデータマネジメント担当者等の研修等を行う制度の検討 
○臨床研究に関与する生物統計家等に関する課題等を調査する。 
 ・調査内容は 項目２－②と同様のものとする 

○臨床研究に関与する生物統計家等に関する課題等の調査を踏ま

え、効果的な養成方法及び質の向上方策を検討する。 
 

 


